
　このたび、「プランサスシロップ1.5%」の【使用上の注意】を下記のとおり改訂致しましたのでご案内
申し上げます。今後のご使用につきましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。

2011年７月

改　訂　後 改　訂　前

製造販売元

〒841-0017 鳥栖市田代大官町408

医薬品の適正使用に欠かせない情報です。  必ずお読みください。

学術部 お客様相談室【お問合わせ先】
〒100-6221 東京都千代田区丸の内1-11-1
TEL. （03）5293-1707　フリーダイヤル  0120-381332
FAX. （03）5293-1723

使 用 上 の 注 意 　  改 訂 の お 知 ら せ

　直接トロンビン阻害剤である“ダビガトランエテキシラートメタンスルホン酸塩”製剤の添付文書に、
非ステロイド性消炎鎮痛剤が併用注意として記載されたため、本剤においても併用注意の項に
“ダビガトランエテキシラート”を追記して注意喚起いたします。
　また、抗血小板剤（クロピドグレル等）についても、同様に併用注意とすることといたしました。

　

【改訂理由】

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
本剤は血小板
凝集抑制作用
を有するため、
これら薬剤と併
用すると出血を
助長するおそれ
がある。

これらの薬剤との併
用により、出血の危
険性が増大する可能
性がある。このような
場合には、患者の状
態を十分に観察する
など注意すること。

＜略＞

【改訂内容】　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　〔　　；下線部改訂〕

1.5%
Pransus Syrup 1.5%

抗凝固剤
  （ワルファリン、
ダビガトランエ
テキシラート等）
抗血小板剤
  （クロピドグレル
等）

本剤のヒトでの
蛋白結合率が
高いので, 血中
に活性型の併
用薬が増加し, 
併用薬の作用
が増強されるた
めと考えられて
いる。

血糖降下作用を増
強することがあるの
で、減量するなど慎
重に投与すること。

スルホニル尿素
系血糖降下剤
  （トルブタミド等）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
本剤のヒトでの
蛋白結合率が
高いので、血中
に活性型の併
用薬が増加し、
併用薬の作用
が増強されるた
めと考えられて
いる。

抗凝血作用を増強
することがあるので、
減量するなど慎重に
投与すること。

＜略＞

クマリン系抗凝
血剤
 （ワルファリン等）

血糖降下作用を増
強することがあるの
で、減量するなど慎
重に投与すること。

スルホニル尿素
系血糖降下剤
 （トルブタミド等）

【使用上の注意】
３.相互作用
　 併用注意（併用に注意すること）

【使用上の注意】
３.相互作用
　 併用注意（併用に注意すること）


